
認め合う 豊かなチーム

島根大学医学部附属病院

石川万里子

2022年11月12日 日本糖尿病学会中国四国地方会 第60回総会

1



日本糖尿病学会
ＣＯＩ開示

発表者名：石川万里子

演題発表に関連し、開示すべきCOI関係にある
企業などはありません。
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2022 出雲大社ご本殿ブルーライトアップ



院内 糖尿病関連資格保有者

⚫糖尿病専門医

⚫日本糖尿病療養指導士
◼ 管理栄養士

◼ 薬剤師

◼ 看護師

◼ 理学療法士

⚫島根県糖尿病療養指導士
◼ 管理栄養士

◼ 看護師

◼ 助産師

◼ 理学療法士
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•糖尿病カンファレンス
•糖尿病院内ラウンド
•糖尿病教室
•透析予防診療チーム
•特殊治療・検査

•ホームページ
•いなほ会事務局・サポート
•1型糖尿病サロン
•糖尿病療養指導士の会
•糖尿病行事（啓発活動）

•勉強会
•研修会

•リスクマネージメント
•研修会

院内の糖尿病及びその
合併症治療、ケア向上

糖尿病地域連携
糖尿病及びその合併
症治療、ケア向上に
関する研究・調査

その他糖尿病対策の
推進
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糖尿病行事（啓発活動）

⚫ 糖尿病週間行事として「ライトアップ」をすると決まる

⚫ やりたいことがドンドン出てくる

⚫ お金がない、暇がない、手間がない、等は言わない

⚫ どうやってする？こうすると出来るかも、と展開していく
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イベントポスター 沢山の人に来て欲しい
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竹明かり ～作りたいと言えば皆が協力

竹をとってきてデザインに
沿ってドリルで穴開け

糖尿病チームスタッフ、家族、友達、患者さん、高校の生徒さん・・・

設置も
大変！
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竹明かり
～作りたいと言えば皆が協力
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今年はブルーサークルにチャレンジ
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豊かな活動は豊かな関係性に基づいている

お互いを知って、特徴を尊敬し、違いを尊重する風土
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糖尿病のチーム医療の歴史はとても長い
そのため、チームが成熟している

医療スタッフとして、とても働きやすいです💛

私見



医師のみにつながっている状態

ずっと以前は・・・

お互いのつながりや理解がない
医師への依存度が高い
チームとしては脆い

管理栄
養士

理学療
法士

糖尿病
主治医

病棟看
護師

臨床検
査技師

薬剤師

外来看
護師
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多職種がお互いを知って理解する

管理栄
養士

理学療
法士

病棟看
護師

臨床検
査技師

薬剤師

外来看
護師

異動もあるので専門を持ちにくい
患者さんの日常生活を知ってる

薬、沢山ある後発薬品も詳しいよ
1人１資格に決まっている

今はね、若い人が多くてねぇ
専門だけってわけにならないの

患者さんと接する機会は少ない
意欲はあるよ

院内CDEの会「集会」

若いスタッフが多い
資格は1人3つくらい持っている
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患者さんへの接し方や各分野
の最新情報を教えあい
相互理解が深まる



多職種がお互いを知って理解する

患者さんのサポートを考える前に

💛お互いの職種につ
いて理解する

💛それぞれの部署環
境について理解する

管理栄
養士

理学療
法士

糖尿病
主治医

病棟看
護師

臨床検
査技師

薬剤師

外来看
護師
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糖尿病教室

⚫ 「誰でも参加できる糖尿病教室」
◼ 2か月毎 2演題 30分ずつ

◼ 腎内、眼科、歯科もエントリー

⚫ コロナ過での工夫
◼ 院内待ちあいのテレビでスライドショー

◼ ケーブルテレビでミニ講義

◼ クロスワードパズルを配布

⚫ 予演会で 念入りな準備
◼ 説明内容が誰にも正しく分かりやすく伝わる
ように

◼ スライドの作り方、絵や文字の色、
レイアウト

◼ 話し方、媒体の使い方
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糖尿病教室

⚫ 「誰でも参加できる糖尿病教室」
◼ 2か月毎 2演題 30分ずつ

◼ 腎内、眼科、歯科もエントリー

⚫ コロナ過での工夫
◼ 院内待ちあいのテレビでスライドショー

◼ ケーブルテレビでミニ講義

◼ クロスワードパズルを配布

⚫ 予演会で 念入りな準備
◼ 説明内容が誰にも正しく分かりやすく

伝わるように

◼ スライドの作り方、絵や文字の色、
レイアウト

◼ 話し方、媒体の使い方

話しやすい雰囲気、
何でも言える関係が出来る場
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糖尿病カンファレンス

⚫ 入院中の患者さんについてカンファレンス

⚫ 医師、病棟看護師、管理栄養士、薬剤師、理学療法士、退院支援
看護師、外来看護師、それぞれの立場から発言し相談する

⚫ 退院後を見据えて治療計画、療養支援をするのに役立つ

84才まで元気
でいるのが目標
だそうです

お酒はやめられそ
うだけど、煙草は
相談ですって

ご家族は遠方だけ
ど隣人がサポート
してくれるらしい

OD錠なら
飲めるかも
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「認め合う」「豊か」

⚫ チームの心理的安全性の構成因子 （石井遼介先生著書より）

⚫ スタッフ同士が理解し合うことは、他者理解であり

患者さんを理解することにつながる

⚫ 病と共に生きることを支える 支える側の人生も豊かになる

⚫ 患者さんも私たちも WIN＆WIN 20

話しやすさ 助け合い

挑戦 新奇歓迎

一緒にやろう

どうやったらで
きるかな

なるほど！

いいねぇ

お願い
手伝って

何を言っても
大丈夫
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島根でお待ちしております
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